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令和６年度仁淀川町移住定住促進空き家活用住宅改修工事 特記仕様書 

 

第１章 総  則 

 

第１ 工事（設計、設計監理等含む）の目的 

本工事（設計、設計監理等含む）は、仁淀川町への移住定住を促進するため、仁淀川町が集落等

における空き家を借り上げて整備する仁淀川町移住定住促進空き家活用住宅（以下「空き家活用

住宅」という。）の改修工事に係る設計図書の作成等並びに工事を目的とする。 

第２ 適 用 

本仕様書は、「令和６年度仁淀川町移住定住促進空き家活用住宅改修工事」に適用し、その工事

（設計等含む）内容等について定めるものとする。 

第３ 実施計画書等の提出 

受注者（以下「乙」という。）は、契約締結後速やかに次の書類を仁淀川町（以下「甲」という。）

に提出し、承諾を得なければならない。また、これを変更する場合も同様とする。なお、必要に応

じ工事（設計等含む）の一部を下請する場合は下請届けと下請契約書の写しを提出し、甲の承諾

を得なければならない。 

（１）工程表及び着手届 

（２）その他工事（設計、設計監理等含む）の施工にあたって甲が必要として指示する書類 

第４ 打合せ協議 

打合せ協議は、必要に応じて管理技術者が立ち会うものとする。また、打合せ協議の際は、乙が

打合せ協議簿を作成し、甲の承諾を得ることとする。 

 

第２章 工事（設計等含む）内容 

 

 本工事（設計等含む）の内容を以下に示す。工事（設計等含む）の施工にあたっては、空き家住

宅を耐震改修工事、断熱改修工事、バリアフリー工事及びトイレの水洗化工事等を実施し、公的

住宅として再生・活用するための改修工事に係る設計図書等を作成するものとし、当該設計図書

は「高知県住宅耐震化促進事業費補助金交付要綱」に定める「空き家活用促進事業」の補助要件を

満たす計画とする。 

      

１．改修工事（設計等含む）の内容 

（１）作成する設計図書及び工事内容以下のものとする。 

①建築主体改修設計及び工事 

a.耐震診断・改修   （上部構造評点が1.0以上である等） 

b.断熱改修 

 c.バリアフリー 

 d.トイレの水洗化 

 e.内装木質化 

 f．「こうち健康・省エネ住宅型」設計基準に適合すること 

②建築設備改修設計及び工事 

 a.電気設備改修 

 b.機械設備改修 
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（２）設計与条件 

  別紙１「改修工事予定空き家活用住宅一覧」のとおり 

   

（３）特記仕様書に記載されていない事項は、「公共建築設計業務委託共通仕様書」（国土交通

大臣官房官庁営繕部監修）及び下記適用基準等による。 

 

適用基準等 

   ・建築工事設計図書作成基準                （   最新版   ） 

   ・建築設計基準                      （   最新版   ） 

   ・建築構造設計基準                    （   最新版   ） 

   ・建築工事標準詳細図                   （   最新版   ） 

   ・建築設備計画要領                    （   最新版   ） 

   ・建築設備設計要領                    （   最新版   ） 

   ・公共建築工事標準仕様書 

（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）         （   最新版   ） 

    ・公共建築改修工事標準仕様書 

     （建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）       （      最新版      ） 

    ・公共建築設備工事標準図（電気設備工事編・機械設備工事編）  （      最新版      ） 

    ・木造建築工事標準仕様書                 （   最新版   ） 

・公共建築工事積算基準                     （   最新版   ） 

   ・公共建築工事標準単価積算基準              （   最新版   ） 

   ・公共建築数量積算基準                  （   最新版   ） 

      その他関係法令及び基準 

 

（４）施工期間：契約日の翌日から令和６年１２月３１日 

 

第３章 成 果 品 

 

成果品は設計図書、資料等の紙ベース及び電子データによることとし、電子データは「高知

CALS/EC電子納品運用に関するガイドライン（案）」に準拠して作成することを原則とする。た

だし、納品データの形式や、納品後の運用に制約が発生し、不利益が発生する場合は、甲と協議の

上、甲の指示に従うこととし、納入するものは「別表２」のとおりとする。（・印の付いたものは、

○印の付いたものを適用する。） 

 

第４章 耐震改修工事について 

 

１．工事実施にあたり公共建築工事標準仕様書に基づく建築工事の施工管理を行うこと。 
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別紙１ 改修工事予定空き家活用住宅一覧（第２章関係） 

物件名（住宅の名称） 仁淀川町移住定住促進空き家活用住宅 上土居第一住宅１号 

（１）計画住宅概要 

①場所 

  ②物件の延床面積 

  ③主要構造 

  ④上下水道施設 

 

仁淀川町土居スヤサキ甲１１７９ 

86.06㎡（家屋台帳の床面積） 

木造２階建 

上水道：簡易水道施設に加入済み（使用者：仁淀川町役場企画振興課） 

下水道：接続なし（汲取り式便槽） 

（２）予定工期 令和６年７月１日から令和６年１２月３１日まで 

（３）設計コンセプト ・仁淀川町への移住定住促進に資する空き家活用住宅として、既存空

き家の改修を計画する。 

・空き家の現状を確認するとともに耐震震診断士による耐震診断結果

をもとに改修箇所の設計を行う。 

・木材は町産材を使用することとし、工事に必要な資材はできる限り

町内で調達すること。 

・屋根や外壁等は、長期にわたり反復使用に耐える材質とし、経済的

コストを意識した設計とする。 

（４）既物件間取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２階  

 

 １階  

 

（５）その他の条件 

・生活に適した台所等のコンセント配線や、一体型光コンセント（電話モジュラージャック、

光コンセント等）の設置。 

・汲取り式便槽のため、南側敷地内等に合併浄化槽を設置。（浄化槽は５人槽を想定。排出先は

南側道路側溝とする。(R6.3.8 池川総合支所地域課に確認済み)） 

・駐車場がないため、外構工事として南側道路に接続する敷地内に駐車場を設置。 

・火気を使用する部屋については火災報知器を設置。 

・電気使用契約は仁淀川町（企画振興課）で契約済。 
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別紙１ 改修工事予定空き家活用住宅一覧（第２章関係） 

物件名（住宅の名称） 仁淀川町移住定住促進空き家活用住宅 森大内住宅１号 

（１）計画住宅概要 

①場所 

  ②物件の延床面積 

  ③主要構造 

  ④上下水道施設 

 

仁淀川町森大内3338-1 

108.40㎡（家屋台帳の床面積） 

木造和型 スレート2階建 

上水道：簡易水道施設に加入済み（閉栓中） 

下水道：農業集落排水処理施設加入・接続済み（閉栓中） 

（２）予定工期 令和６年７月１日から令和６年１２月３１日まで 

（３）設計コンセプト ・仁淀川町への移住定住促進に資する空き家活用住宅として、既存

空き家の改修を計画する。 

・空き家の現状を確認するとともに耐震震診断士による耐震診断結

果をもとに改修箇所の設計を行う。 

・木材は町産材を使用することとし、工事に必要な資材はできる限

り町内で調達すること。 

・屋根や外壁等は、長期にわたり反復使用に耐える材質とし、経済

的コストを意識した設計とする。 

（４）既物件間取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 １階                   ２階  

 

 

（５）その他の条件 

・生活に適した台所等のコンセント配線や、一体型光コンセント（電話モジュラージャック、

光コンセント等）の設置。 

・外構工事として、現在の斜路駐車場を拡張等や、外壁コンクリートブロックの補強、取替、撤

去等の提案。 

・火気を使用する部屋については火災報知器を設置。 

・電気使用契約は現在未契約。（R6.4現在） 
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別表２（第３章関係） 

 

 成果品 備考 数量 

a.設計図書 

１ ⦿ CADデータ 
DVDまたはCD-Rで提出。JW_CADで読込が可

能な形式とすること。 
1 

２ ⦿施行伺用製本 

図面を1枚毎に折りたたみ（A4判）裏表紙背張り

を付けた後、工事費内訳明細書を綴り込めるよう

に製本し、紐綴じにしたもの（背張り面に工事名を

記入） 

1 

３ ・A3判（2つ折り製本） A2判図面の場合 ２ 

４ ⦿ A4判（2つ折り縮小製本）  1 

５ 
⦿ 平綴じ図面 

（入札閲覧用） 
A3判（各図面に押印し、左綴じ合わせとすること） ７ 

６ 
⦿ 図面・内訳書データ 

 （入札閲覧用） 

原則としてCD-Rで提出する。 

データ形式はPDFに変換する。 
７ 

７ ・構造計算書  １ 

b.その他 

１ ⦿耐震補強設計報告書  １ 

２ ・施行伺用製本  １ 

c.資料 

１ ⦿ 工事積算数量算出書  1 

２ 
⦿ 工事積算数量調書（内訳明

細書） 
電子データ共 1 

３ ⦿ 見積書（3社以上） 比較表共 １ 

４ ・耐震性能判定表  １ 

５ ・耐震診断チェックリスト  １ 

６ ⦿ 打合せ記録簿  １ 

７ ・実施工程表 計画工程表と対比したもの １ 

８ ・その他資料  1 

 

 






